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じる文章が発表されており（『新生』1935 年第 2 卷第 15 期）、1944 年には
孫科立法院院長は昭和天皇を拡張主義の真髄と見て、撤廃すべきと主張して





































 戦後、昭和天皇は所謂「人間宣言」（1946 年 1 月 1 日）や全国巡幸（1946






































中、1950 年 2 月 1 日ソ連は細菌戦戦犯を審判する特別法廷の新設を中国側

















 中国政府は 1952 年から民間貿易をはじめ日本との民間交流を積極的に推
進しており、1955 年 3 月 1 日には「中共中央対日政策及び対日活動に関す
る方針と計画」を策定し、積極的な対日アプローチを展開した27。日米関係



























 (5)「軍国主義」復活批判  



















長期総合貿易に関する覚書」（1963 年～1967 年）が結ばれた。1964 年に佐
藤内閣が発足したが両国関係は大きな後退を見せず41、60 年代末まで関連の
天皇批判は一旦沈静化の様相を示した（表 1）。 























































































































1975 年 9 月 26 日、昭和天皇は「もし日中平和友好条約が締結され、中国を
訪問する機会が訪れれば非常にうれしい」64と訪中の意向を伝えた。 
 1978 年、平和友好条約の締結後、鄧小平から天皇の訪中要請65が提起され、

























 (4)昭和天皇の逝去と戦争責任問題  






















































































































































請についての報道が多出した。特に 1991 年 3 月の終わりごろから、江沢民
総書記をはじめとする中国政府要人が度々天皇の訪中を歓迎する意を表明し、
ぜひとも国交正常化 20 周年を契機に天皇訪中を実現させようと努めた。 










































 (4)明仁天皇と歴史問題を巡る日中の摩擦  
 明仁天皇が即位して間もない 1 月 10 日の報道では、天皇が「世界の平和













報道101の 2 件において「日皇」という表現が 30 年ぶりに出現した。これを
最後に「日皇」という呼称はなくなる。 





2002 年 8 月中旬から 2007 年 8 月初め頃にかけ、「陛下」という敬称が長い
間消失した。歴史問題が天皇報道にも影響を与えたことが明らかである。 
 2008 年 5 月の胡錦濤の訪日で「陛下」の尊称が再び復活し、翌年 12 月の
習近平副主席の訪日では一つの記事で 5 回にわたって「陛下」の尊称が使用
されることもあった104。しかし、2011 年 3 月の東日本大震災での明仁天皇
宛への胡錦濤主席の慰問打電を最後に「陛下」の尊称が再度消失して今日に
至っている。このことは、2010 年 9 月の漁船衝突事件で両国関係が悪化し、
中国指導者の訪日も長い間途絶えていたことも関係すると考えられる。 
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